
 
藤沢市教育委員会定例会（４月）会議録 

 
                   日 時  2004 年４月 16 日（金）午後２時  
                   場 所  藤沢市役所東館２階教育委員会会議室   
 
 
１ 開 会 
２ 会議録署名委員の決定 
３ 前回会議録の確認 
４ 教育長報告 
 (1)  臨時代理の報告について 
  (2) 平成 16 年２月藤沢市議会定例会の開催結果について 
  (3) 藤沢市社会教育指導員の委嘱について 
  (4) 藤沢市青少年問題協議会委員の委嘱について 
  (5) 藤沢市青少年指導員の委嘱について 
  (6) 藤沢市図書業務員の委嘱について 
５ 議 事 

(1)  議案第１号 平成１６年度教育施設整備に係る工事計画の策定について 
(2)  議案第２号 藤沢市青少年相談センター運営協議会委員の委嘱又は任命について 
(3) 議案第３号 委員長の選挙について 
(4)  議案第４号 委員長職務代理者の指定について 

６ その他 
  平成１６年度重要・主要事業の指定について 
７ 閉 会 
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    ３番  開 沼 佳 子 
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生涯学習部参事 武     清 生涯学習部参事 田 中 正 男 
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 書    記 大 橋 久 高 書    記 井 出 秀 治 
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午後２時 00 分 開会 
平岡委員長  ただいまから藤沢市教育委員会４月定例会を開会いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 
平岡委員長  日程に入ります前に、本年４月１日付の人事異動により書記の事務局職員

が異動したことに伴いまして、藤沢市教育委員会会議規則第 14 条第２項の

規定により、書記につきましては、「委員長が事務局職員中より教育長の推

薦する者を指名すること」となっておりますので、中村教育長にその推薦を

お願いいたします。 
中村教育長  それでは、私の方から書記の推薦をさせていただきます。藤沢市教育委員

会会議規則第 14 条第２項の規定により、藤沢市教育委員会書記に教育総務

部教育総務課井出秀治主査（上級）を推薦いたします。 
平岡委員長  ただいま教育長から推薦がありました教育総務部教育総務課井出主査（上

級）を新たに書記に指名いたします。 
÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

平岡委員長  次に、会議録署名委員の決定をいたします。本日の会議録に署名する委員

は１番・中村委員、３番・開沼委員にお願いしたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 
(｢異議なし｣の声あり) 

平岡委員長  それでは、本日の会議録に署名する委員は１番・中村委員、３番・開沼委

員にお願いいたします。 
÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

平岡委員長  次に、前回会議録の確認をお願いいたします。 
   何かありますか。 
   特にないようですので、このとおり了承することにご異議ありませんか。 

(｢異議なし｣の声あり) 
平岡委員長  それでは、このとおり了承することに決定いたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 
中村委員  私は、議案第３号委員長の選挙について、及び議案第４号委員長職務代理

者の指定についてにつきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第 13 条第６項ただし書に規定いたします人事に関する事件に当たると考

え、非公開での審議とするよう発議いたします。 
平岡委員長  ただいま中村委員から議案第３号委員長の選挙について、及び議案第４号

委員長職務代理者の指定についてにつきましては、地方教育行政の組織及び

運営に関する法律第 13 条第６項ただし書の規定により、非公開での審議を

要請する発議がありましたので、同条第７項の規定によりまして、直ちに採

決を行います。 
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  ただいまの発議に対しまして、賛成の方の挙手を求めます。 
〔賛成者挙手〕 

平岡委員長  賛成５名。よって地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 13 条第６

項ただし書の規定により、出席委員の３分の２以上の多数で議決しましたの

で、議案第３号委員長の選挙について、及び議案第４号委員長職務代理者の

指定についてにつきましては、後ほど非公開での審議とさせていただきます。 
÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

平岡委員長  続きまして、教育長報告を行います。一括して報告をお願いいたします。 
中村委員   それでは、臨時代理の報告についてほか５件につきまして、一括してご報

告申し上げます。１点目の臨時代理の報告についてご報告申し上げます。藤

沢市奨学金規則につきましては、経済的理由により学校教育法に規定いたし

ます高等学校等に就学することが困難な者に対して、就学を奨励する目的で

奨学金を給付することについての必要な事項を定めております。今回、規則

の一部改正をさせていただきました点は、第３条に定めております奨学金の

額でございます。奨学金につきましては、平成 10 年度に１ヵ月 8,500 円に

改正して以来据え置かれており、公立高校の１ヵ月の授業料とほぼ同額の

9,500 円に改正するものでございます。 
本来、この案件につきましては、教育委員会にお諮りし、ご審議をいただ

くものでございますが、今回の議案に関しましては、藤沢市議会で予算が可

決された後に公布をし、４月１日から施行するに当たりまして、本年は平成

16 年度藤沢市一般会計予算の議決日が３月 24 日であり、公布期間を考慮い

たしますと、改正した規則を直ちに公布しなければならなかったという緊急

やむを得ない事情がありましたことから、藤沢市教育委員会教育長に対する

事務の委任等に関する規則第３条第１項の規定によりまして、平成 16 年２月

藤沢市議会定例会最終日の翌日となります平成 16 年３月 25 日付で規則の一

部改正をさせていただきましたもので、同条第２項の規定により報告させて

いただくものでございます。 
続きまして、平成 16 年２月藤沢市議会定例会の開催結果についてご報告

申し上げます。高砂小学校ほか３校の財産の取得に関する４議案は、本会議

におきまして可決されました。また平成 15 年度藤沢市一般会計補正予算につ

きましては、２月の教育委員会定例会でご審議をいただきました要保護、準

要保護児童援助費を含む 44 事業について総務常任委員会に付託され、討論、

採決の結果、賛成多数で可決され、その後本会議におきまして可決されまし

た。 
次に、平成 16 年度藤沢市一般会計予算につきましては、予算等特別委員

会に付託され、少年の森研修施設の概要、不登校いじめ対策、教科用図書採
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択地区の変更、小中学校耐震補強事業の概要などに関する質疑が行われ、討

論、採決の結果、賛成多数で可決され、その後本会議におきまして可決され

ました。 
次に、文教常任委員会につきましてご報告いたします。陳情 15 第 69 号「教

育基本法の早期改正を求める意見書提出についての陳情」につきましては、

中央教育審議会の答申の内容や国の審議状況等に関する質疑、討論が行われ、

採決の結果、趣旨了承となりました。 
陳情 15 第 86 号「35 人以下学級の早期実現を求める陳情」につきまして

は、国及び県の方針や考え方などをご説明いたしました。また市が実施した

場合には人件費や施設改善費用など、相当な財政負担が発生することなどを

ご説明し、質疑、討論、採決の結果、趣旨不了承となりました。報告につき

ましては、既に委員の皆様にはご報告し、ご意見もいただいております「教

科用図書採択地区の変更（単独化）について」と「ふじさわスポーツ元気プ

ラン実施計画（案）の策定について」の２案件を報告させていただきました。 
続きまして、代表質問につきましてご報告いたします。はじめに藤沢市公

明党の増井秀夫議員でございますが、「教育課題への対応について」という件

名で、学校運営について、心の教育について、子どもの居場所づくりについ

ての３つの要旨に関するご質問がございました。要旨１の学校運営に関する

ご質問の中で、２学期制の導入に際して教育委員会の取り組む姿勢、２学期

制を生かした学習指導と評価のあり方、学校評価システムについてのご質問

がございました。２学期制導入に際しては、試行校８校からなる連絡会を組

織し、さまざまな観点から検討を行ってきたことや、今後はその効果や課題

について実践を通じて検証し、その結果を他の学校に還元していく旨を答弁

させていただきました。２学期制を生かした学習指導と評価のあり方につき

ましては、指導と評価の一体化が重要であることや、確かな学力を身につけ

ることや学習意欲を高める工夫が大切である旨を答弁させていただきました。

学校評価システムにつきましては、開かれた学校を目指すため学校評価を行

い、その評価結果を公表し、学校改善やアカウンタビリテーへの対応等に生

かしていくことが大切である旨を答弁させていただきました。 
要旨３、子どもの居場所づくりのご質問には、地域子供の家や児童館など、

子どもの健全育成を願って整備を進めてきた多くの施設があることや、学校、

家庭及び地域が連携した「亀井野小学校放課後子ども支援事業」などをご説

明いたしました。 
次に、２１社・民ＣＬＵＢの古橋宏造議員でございますが、「教育行政につ

いて」という件名で、１つの要旨、教育を取り巻く環境についてで、学校教

育ふじさわビジョンや教職員の健康管理についてなどのご質問がございまし
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た。学校教育ふじさわビジョンをどう学校に定着させていくかのご質問には、

研修会や研究会を通じて十分に説明し、周知してきておりますことと、教育

委員会としてビジョンの具体化へ向けての検討の視点を各学校に提示し、各

学校においてビジョンの具現化を図るよう指導している旨をご説明いたしま

した。また教職員の健康管理についてのご質問には、病気等で療養休暇を取

得している教職員が平成 15 年度 40 人余りで、その４人に１人がメンタル面

での療養休暇である現状をご説明し、教育委員会といたしまして教職員が心

の悩みや児童生徒指導など、仕事の悩みを相談できるカウンセラーを配置し

ていることなどを答弁させていただきました。 
続いて、日本共産党藤沢市議会議員団の加藤なを子議員でございますが、

「子どもたちの発達を保障する教育環境の整備について」という件名で、教

育基本法の改正問題について、30 人以下学級の実現について、小中学校の耐

震補強の工事についてや学校給食の拡充について、４つの要旨のご質問がご

ざいました。要旨３、小中学校の耐震補強の工事についての中で、校舎の耐

震補強工事と並行して体育館の耐震補強工事も進めることができないかとの

ご質問には、本市の耐震化に対する基本的な考え方として児童生徒が日常的

に学び、生活する校舎棟を優先し、引き続き補強を図っていく旨を答弁させ

ていただきました。要旨４、学校給食の拡充の中で、西部学校給食合同調理

場の対象校となります４校の直営自校方式化についてのご質問には、耐震補

強工事や学校イントラネット整備事業など、学校施設整備上優先すべき課題

が多い旨をご説明申し上げました。 
次に、藤沢新政会の諏訪間春雄議員でございますが、「教育行政について」

という件名で、２学期制の導入、絶対評価、学校の安全対策、ＰＴＡ、青少

年の健全育成、教師の指導力向上、学校校務事務の見直し、中央教育審議会

の教育基本法答申と学校教育ふじさわビジョンの整合性、教科書採択地区の

単独化、学校給食についての 10 項目の要旨に関するご質問がございました。 
要旨４、ＰＴＡに関するご質問の中で、ＰＴＡの組織率につきましては、

平成 16 年１月現在におきまして小学校が 85.7％、中学校では 94.7％で、こ

こ数年来微増傾向でありますことや、児童生徒の健全な成長を図ることを目

的として組織されたＰＴＡは、学校教育を側面から支援をしていただいてい

る重要な団体であるとご説明するとともに、教育委員会といたしましても、

さまざまな研修会の支援や情報提供などを通じ、時代に応じたＰＴＡ活動へ

支援していく旨を答弁させていただきました。 
要旨５、青少年の健全育成についてのご質問の中では、青少年の健全育成

に向けての諸施策は、条例で罰則等を設けることが必要ではないかのご質問

に対しまして、国においては青少年の心の教育などさまざまな施策が講じら
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れていることや、神奈川県では青少年保護育成条例が制定されていることを

ご説明し、今後におきましても、神奈川県と連携して条例趣旨の浸透を図る

とともに、広域的な取り組みを進めている旨をご答弁申し上げました。以上

で、２件目の平成 16 年２月藤沢市議会定例会の開催結果についてのご報告を

終わりとさせていただきます。 
次に、３件目の藤沢市社会教育指導員の委嘱についてをご説明いたします。

このことにつきましては、2004 年３月 31 日をもって任期満了となりました

ことに伴いまして、新たに 38 人の藤沢市社会教育指導員を委嘱させていただ

いたもので、委嘱させていただいた方々のお名前は記載のとおりでございま

す。なお任期は 2004 年４月１日から 2005 年３月 31 日までの１年間でござ

います。 
続きまして、４件目の藤沢市青少年問題協議会委員の任命についてをご説

明いたします。このことにつきましては、現委員に３人の欠員が生じました

ことに伴いまして、その残任期間となります 2004 年４月１日から 2004 年 12
月 31 日までを任期として任命させていただいたもので、任命させていただい

た方々のお名前は記載のとおりでございます。 
続きまして、５件目の藤沢市青少年指導員の委嘱についてをご説明いたし

ます。このことにつきましては、2004 年３月 31 日をもって任期満了となり

ましたことに伴いまして、新たに 221 人の藤沢市青少年指導員を委嘱させて

いただいたもので、委嘱させていただいた方々のお名前は記載のとおりです。

なお、任期は 2004 年４月１日から 2006 年３月 31 日までの２年間でござい

ます。 
続きまして、６件目の藤沢市図書業務員の委嘱についてをご説明いたしま

す。このことにつきましては、2003 年３月 31 日をもって任期満了となりま

したことに伴いまして、新たに 135 人の藤沢市図書業務員を委嘱させていた

だいたもので、委嘱させていただいた方々のお名前は記載のとおりでござい

ます。なお、任期は 2004 年４月１日から 2005 年３月 31 日までの１年間で

ございます。以上で、報告を終わらせていただきます。 
平岡委員長  ただいまの教育長報告につきまして、ご意見・ご質問がありましたらお願

いいたします。 
數野委員  奨学金対象者が 85 人から 100 人に増やされたというが、希望者はどのく

らいあったでしょうか。 
新井学校教育課長  今年度は 177 名の応募者があり、採用率は 56.5％になっております。 
數野委員  100 人にした根拠を教えていただきたい。 
新井学校教育課長  平成 13 年度から 85 名になりましたが、その都度、実態に応じて見直し

をしてきた中で、今回は、応募者が増えてきたのと経済的な状況もかんがみ
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て 100 名になりました。 
數野委員  前々年度の応募者は何人いたのでしょうか。 
新井学校教育課長  昨年度は 133 名、前々年度は 117 名です。 
川島委員  高等学校の授業料はいつから 9,500 円になったのでしょうか。 
新井学校教育課長  県は今年度の高校１年生から 9,600 円になりましたが、我々としては例

年並みの 9,300 円でいくと想定していたのですが、今年度から 9,600 円にな

ったという情報を得ない中で 9,500 円に設定させていただきました。9,300
円については数年間続いてきたと思います。 

川島委員  9,600 円なのに 9,500 円とした理由は何でしょうか。 
新井学校教育課長  9,500 円に設定した段階では県の授業料が上がることは全く見えていな

かったのですが、２月定例市議会のころに情報を得て 9,600 円を確認したわ

けです。 
川島委員  9,600 円にしても良いと思いますが、今後も 9,500 円でいくのかどうか。 
新井学校教育課長  額の見直しもそれぞれ行ってまいりましたが、昨年度までの 8,500 円は

６年間続いてきており平成 16 年度から 9,500 円にしたわけですが、それは

県立高校の授業料が１つの目安になっておりますが、その差の 100 円を来年

度どうするかということは今のところ考えておりません。 
川島委員  あくまでも目安として考えているということですか。 
新井学校教育課長  そうです。 
數野委員  給付期間は、「高等学校又は中等教育学校の後期課程に就学する正規の最

短修業期間」というのは、どういうことなのでしょうか。 
新井学校教育課長  中高一貫教育ということで、中等教育学校というものが新たにできてお

ります。そういったところに進学する可能性もあるということと、最短修業

期間というのは、普通高等学校は３年間ですが、定時制高校は４年間となっ

ておりまして、そういう制度のところに行った時間の設定ということで記載

しております。 
數野委員  中等教育学校の後期課程というの何でしょうか。 
新井学校教育課長  中高一貫学校というのもありますが、その高等学校の課程を指していま

す。 
開沼委員  社会教育指導員の研修への参加率はどのくらいでしょうか。 
齋藤生涯学習部参事  社会教育指導員は１年という任期で設定しておりますが、新しく社会

教育指導員になられた方については、年度初めに市役所に来ていただいて、

公民館に新しく来られた職員とともに生涯学習担当職員が研修をしており

ます、期間はおおよそ１週間程度で、年度初めに連続的に１週間というわけ

にはいきませんので、４月、５月、６月の中で研修をしております。 
開沼委員  全員出席することが可能なのでしょうか。 
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齋藤生涯学習部参事  新しく来られた方については全員出席していただく形になっておりま

して、ほぼそのような形になっていると思っております。 
開沼委員  指導員相互の情報交換はどのようになっているのでしょうか。 
齋藤生涯学習部参事  定期的な情報交換の場は設けておりませんが、公民館ではサークル連

絡会などいろいろな団体がありまして、その交流が公民館相互で行われてお

ります。社会教育指導員は、公民館職員のお手伝いという形ですので、その

サークル連絡会の相互の情報交換等を通じて交流がされているということ

です。 
數野委員  指導員は女性が多いようですが、業務内容はどういうものですか。また、

指導員は公募、推薦のどちらの方法によるのですか。 
齋藤生涯学習部参事  社会教育指導員の業務内容は、公民館活動の指導、助言、各サークル

の育成、指導です。具体的には公民館で行っております事業の計画、企画、

プログラムづくり、講座開設の準備、学級講座の運営、公民館だよりの編集

委員会への援助等でございます。また、指導員の採用については、各公民館

長の推薦となっておりまして、公民館職員のお手伝いということから公民館

活動に熟知している人、公民館活動を実際にやっていて、その地域の実情等

についてよくご存じの方、就任してすぐに仕事に慣れていただくというよう

な側面もありまして、公募はしておりません。ちなみに今回 38 名の指導員

を委嘱したわけですが、全員女性で、そのうち今まで社会教育指導員でなか

った新任者は７名です。 
數野委員  ７名は、５年を限度とするという規定でやめられたのでしょうか。 
齋藤生涯学習部参事  ５年の任期を経過した方が６名、自己の都合で退職した方が１名です

ので、新任７名ということになります。 
數野委員  同じ公民館に、同じ年度に指導員になると、任期が来た等で一度に抜けて

しまうということがないような配慮はされていますか。 
齋藤生涯学習部参事  事業の継続性が求められますので、社会教育指導員は各公民館に２人

または３人を配置しており、それらが一遍に変わって、全員新任というよう

なことがないような形で運営されていると理解しております。 
數野委員  図書業務員は図書館ごとに委嘱しているのですか。それとも一括で委嘱し

て、それぞれの図書館に配置しているのですか。そしてその図書館に継続的

に配置されているのか。人事交流はありますか。 
武生涯学習部参事  図書業務員の採用は一括して総合市民図書館で面接し、採用しますが、

配属については１ヵ所ということでなく、異動も行います。基本的には住ま

いの近いところということですが、運営の中ではベテランとそうでない人も

おりますし、図書室の運営には能力が期待されますので、それぞれの図書室

の状況を見ながら、異動もさせていくという構成になっております。 
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開沼委員  図書業務員に関して長後市民図書室と鵠沼市民図書室は司書の資格をお

持ちの方が１人となっていますが、他の図書室とのバランスは良いのでしょ

うか。 
武生涯学習部参事  図書館の仕事として専門職の司書に限らず、図書室に携わるものは基本

的な知識が必要なことは根底にありますが、採用時に司書の資格を持つ方、

持たない方もおります。また仕事をしながら通信教育で資格をとられる方も

おります。採用条件の中には資料に関する技術、知識だけではなくて社会教

育に関する知識、地域における活動も図書室の業務に大きなウエートを占め

ておりますが、なるべく司書比率を高めていきながら、他の要素も考えてい

きたいと思っております。 
開沼委員  関わりながらいろいろな知識を学ぶという意味でもできましたら、司書の

資格を持っている方とそうではない方とバランスよく配置して、ともに学び

合うような環境になった方がよいのではないでしょうか。 
武生涯学習部参事  図書室職員と仕事をしながら、地域等さまざまな要素を加味し、刺激し

合って図書室の運営に携わっていただくことを我々も望んでおります。 
開沼委員  今、多くの本が出版されると同時に、早く絶版されてしまう状況の中で、

貸し出しが少なくても図書として保管・管理していかなければいけないなも

のもあります。今後、情報社会になればなるほど図書館の重要性が再認識さ

れると思いますので、いろいろ検討をして図書館運営をしていただきたい。 
川島委員  社会教育指導員も青少年指導員も図書業務員も定数、任期が決まっている

中で人口増ととともにニーズも違ってきていると思いますが、この定数や任

期でニーズへの対応はどうなのか、将来の考え方など総合的にお伺いしたい。 
齋藤生涯学習部参事  それぞれの非常勤職員については職務内容が異なります。例えば図書

業務員は一般職員と同様に貸し出し業務等を中心に行っておりますけれど

も、社会教育指導員や青少年指導員は一般職員のお手伝い、その他指導業務

というふうに図書館業務員とは若干性格が違います。定数等の執行体制は必

ずしも十分ではないかもしれませんが、現在、行政改革中で、経費の節減、

執行体制の見直しをしておりまして、計画、企画面は一般職員で、市民対応

面は非常勤職員と業務の分担をしながら、多様な市民の要求に対して内容の

濃い市民サービスに努めております。 
川島委員  限られた予算の中で、ぜひサービスに努めていただきたい。 
開沼委員  社会教育指導員は一般職員のお手伝いということですが、職員も厳しい人

数と予算で仕事をしています。指導員の役割が重要となっていますので、業

務内容も多岐にわたっていますので、相互の情報交換を含めたさまざまな交

流の場を検討していただきたい。 
齋藤生涯学習部参事  ご趣旨に沿って検討、改善していきたいと思います。 
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平岡委員長  ほかにありませんか。 
  ないようですので、報告どおり了承することといたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 
平岡委員長  これより議事に入ります。 
  議案第１号平成１６年度教育施設整備に係る工事計画の策定についてを

上程いたします。事務局の説明を求めます。 
尾嶋教育総務部参事・廣野保健給食課長  議案第１号平成１６年度教育施設整備に係る工事

計画の策定についてを別紙のとおり説明する。 
平岡委員長  事務局の説明が終わりました。議案第１号につきまして、ご意見・ご質問

がありましたらお願いいたします。 
川島委員  滝の沢中学校のエレベーター設置工事については、障害児が入学したから

ということだが、六本木ヒルズの回転ドアの事件が社会的に問題になってい

る中で、障害児に対してエレベーターのスピード、ボタン等安全性はどうな

のでしょうか。 
尾嶋教育総務部参事  ここ数年設置しているエレベーターはほとんど常用のものですが、ス

ピード等もコントロールされた安全な状態で、車いすに座ってのボタンも設

置してあり、また何かあった場合は職員室に知らせがいくというような安全

上の設備はすべて整っております。また既存の施設についても、年に１回の

保守点検の際に不具合があれば修繕するなど、安全には十分配慮しておりま

す。 
數野委員     耐震補強工事は躯体によって工法が選ばれると思いますが、３つの外付け

工法のうちどれが一番しっかりしているのでしょうか。 
尾嶋教育総務部参事  工法の特徴ですが、御所見中学校の外付け工法は、はりにつけたブレ

スがかなり細くできておりまして、外付けの中では見ばえはかなりすっきり

しています。ただ補強枚数が多くなるという傾向はあります。大越小学校の

外付け工法は、夏休みの 40 日間に工事を完了しなければならないのと、補

強枚数が極端に多くなってしまう場合は、大越小学校の耐震工法を採用しま

す。外付け工法は、外枠に 20 センチのはりを出して、鉄板を通して既存の

躯体にアンカーを打って立ち上げて、その中にコンクリートを流し込むとい

う工法で、コンクリート強度が低強度の場合にはこの工法が向いております。

夏休みに行う工事は補強枚数が 18 枚で、これ以上超えると９月になってし

まいます。一般的には仮設教室を必要とするぐらい教室に余裕がない学校が

多いのですが、そういう学校を今後耐震化するには、まず期間が大前提で、

その後に経費的、景観等総合的に実態に合わせた設計によって工法が選ばれ

ております。 
數野委員   補強工事というのは強度が第１で、その次が外観とか経費、施工期間だと
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思いますが、どの工法の耐震度がしっかりしているでしょうか。 
尾嶋教育総務部参事  どの工法でも補強枚数は違いますが、耐震度はクリアーされておりま

す。大越小学校の例ですと、１校が在来工法で行くと 34 枚になります。外

観上はスマートに見える工法では 50 枚になります。耐震性能を維持するた

めに、はりにアンカーを打つわけですが、そのときにコンクリートの強度が

低い場合には基礎と外壁を厚くして行う方法ですが、どの方法が一番いいと

いうことは一概に言えません。いずれにしてもその学校の特徴に合った総合

的にいい工法を選んでおります。 
平岡委員長  ほかにありませんか。 
  ないようですので、原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 
平岡委員長  それでは、議案第１号平成１６年度教育施設整備に係る工事計画の策定に

ついては、原案どおり決定いたします。 
×××××××××××××××××××××××××××××× 

平岡委員長  次に、議案第２号藤沢市青少年相談センター運営協議会委員の委嘱又は任

命についてを上程いたします。事務局の説明を求めます。 
植木生涯学習部参事  議案第２号藤沢市青少年相談センター運営協議会委員の委嘱又は任命

についてを別紙のとおり説明する。 
平岡委員長  事務局の説明が終わりました。議案第２号につきまして、ご意見・ご質問

がありましたらお願いいたします。 
  特にありませんので、原案どおり決定することにご異議ありませんか。 

(「異議なし」の声あり) 
平岡委員長  それでは、議案第２号藤沢市青少年相談センター運営協議会委員の委嘱又

は任命については、原案どおり決定いたします。 
÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 

平岡委員長  次に、その他に入ります。 
  平成 16 年度重要・主要事業の指定について、事務局の説明を求めます。 
浅木教育総務部参事  平成 16 年度重要・主要事業につきましては、４月１日の市幹部会議

において平成 16 年度予算等執行方針についての示達を受け、そのときに平

成 16 年度の各事業のうち特に重要な政策的事業を重要事業として、市全体

としては 49 事業が指定されました。そのうち教育委員会関係は９事業が指

定されまして、特に教育委員会全体として平成 15 年度と同様に①の学校・

家庭・地域連携推進事業が指定されました。また内訳としては教育総務部が

５事業、生涯学習部が３事業指定されております。教育総務部では 15 年度

と同様に②の新入生サポート事業、③の教育情報機器関係事業及び⑥の小・

中学校耐震補強事業が引き続き指定されております。なお⑥の小・中学校耐



 12

震補強事業については、今年度の５校が対象になっていると説明されており

ますが、基本的には対象校となっている 25 校が 16 年度から 20 年度までの

５年間で耐震補強事業を進めていくというふうに意思統一がされています。

新しく加わりました重要事業の④の学校安全対策関係事業は、これまでの学

校緊急通報業務に加えて全児童へ防犯ブザーの無料配布を行い、安全確保の

向上を図っていくものです。また、⑤の小・中学校校舎大規模改修事業は、

秋葉台小学校の耐震補強工事に加えて全面改修を行い、教育環境整備と安全

性を向上させるものです。 
  次に、主要事業につきましては、部長を中心として執行及び執行状況の把

握を行っているものです。重要な課題や問題などがある場合は、担当助役へ

報告をしながら実施をしていくというものです。市全体としての主要事業は

55 事業となっております。教育総務部としましては６事業ありますが、この

うち重要事業でありました⑪の教育課程推進事業は、一定の定着が図られま

したので、16 年度より主要事業に設定いたしました。いじめ対策関係事業は

順調に事業展開しているということで主要事業から外させていただきまし

た。⑫の教育相談関係事業は、昨年は児童生徒指導関係事業としておりまし

たが、内容的に今回のタイトルの方がふさわしいということで事業名を変更

したものです。その他の事業については、昨年と同様に引き続き設定させて

いただきました。 
齋藤生涯学習部参事  生涯学習部の重要事業は、⑦の生涯学習大学事業は、一昨年開校いた

しまして引き続き重要事業として、市民の豊かなライフスタイルづくりの支

援を基本に運営してまいりたいと思っております。⑧の生涯学習情報システ

ム事業は、生涯学習施設それぞれに導入しておりますシステムをネットワー

ク化いたしまして、利便性の向上を図ってまいりたいと思っております。特

に 16 年度については図書館の利便性向上のために市民が直接自宅から図書

館資料の検索や予約できるインターネット、及び携帯電話予約システムを 17
年度から導入するための準備を進めてまいります。⑨の（仮称）石川方面児

童館建設事業は、市内で５番目の児童館で、建設の場所、財源内訳等は記載

のとおりですが、規模は木造平屋建ての約 300 平米であります。⑯の公共

図書館と学校図書館との連携事業は、子どもたちの良好な読書環境をつくり

出していくことは大変重要と考えております。今後とも学校あるいは先生な

どと十分な連携を取りながら子どもたちの読書環境の充実・整備に努めてま

いりたいと思っております。⑰の学校体育施設開放推進事業は、市内の小中

学校の体育施設を開放して、多くの市民にスポーツ活動の場として親しまれ

ておりますが、今後は各地域の実情や利用団体の実態を勘案して現行事業を

見直し、各地区社会体育振興協議会等への委託など、より積極的、効率的な
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開放事業の実現に向けて研究を進めていきたいと思っております。以上です。 
平岡委員長  事務局の説明が終わりました。ただいまの説明に対してご意見・ご質問等

がありましたらお願いいたします。 
川島委員  ⑪の教育課程推進事業は、事業概要を見ると大変グローバル化したすばら

しい理念だが、「新しい知」と「人と人との関係性」について、どの様に客

観的に推進しているのか伺いたい。 
新井学校教育課長  これは学校教育ふじさわビジョンの根本理念で、昨年５月に策定された

ものです。現在、そのビジョンを目標にして各学校で創意工夫ある教育課程

を編成するための検討の視点を年度末から年度初めにかけて投げかけてい

るところです。そのビジョンをもとに教育課程を編成して特色ある学校づく

りを現在しております。 
「人と人との関係性」を育むということについては、人間関係の希薄化は

従前から言われておりまして、学校教育のあらゆる活動の中で展開しなくて

はいけない。これは教科、道徳、特別活動すべての教育活動の中で展開して

いかなければいけない課題であります。それから教育文化センターの学習意

識調査にも見られるように、学習意欲の減退が長期傾向にあるということで、

魅力ある教育活動も当然求めなければいけないわけです。各学校ではそれを

見過ごしてきたということではなくて、不断の努力の中でもそういった傾向

があったことから、新たにそのビジョンをつくったわけです。これは教職員

だけで克服できる課題ではなくて、さまざまな人たちの援助活動として地域

と家庭との連携が必要であると思います。今、地域の人材を計画に入れてい

く教育活動の展開をしていますかという投げかけをしています。総合的な学

習の時間が導入されて、地域の教育力を積極的に活用するという新教育課程

推進事業を組んだわけですが、それが十分に機能していないのではないか。

計画的にさまざまな単元をこなすときに計画的に人々の人材を活用してほ

しいという願いを込めての視点を学校に投げかけているところです。それを

重点に取り組む学校もあるでしょうし、地域の実態をかんがみて、教科とか

心の教育に重点に扱う学校もあるでしょうが、それを各学校の特色と考えて

おります。各学校では職員会を通してビジョンをどう定着させていくか議論

がされていると認識しております。集約は５月以降になりますが、まとまり

次第、ご提示申し上げたいと考えております。 
川島委員  「新しい知」に関してはＩＴがどんどん入っているが、そういう点の知の

教育を校長を中心に行って、新しい知を育成するのは、地域と家庭も当然入

ると思いますが、その辺はどうでしょうか。 
新井学校教育課長  文部科学省は、確かな学力というスローガンを出して、知の側面から見

た力をアピールしています。学校ではそれに基づいて学習指導要領の目標に
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近づくために教育活動を展開しているわけです。藤沢市としては当然学習指

導要領を基盤におきながら藤沢市教育委員会として何を学校教育の中に持

ち込もうとしているのかということで「新しい知」というのを投げかけてお

ります。これは何も古い知があって新しい知ということではなくて、今こそ

新しい知というものを大事にしなくてはいけない時代なのではないか。それ

は自己を知る力、状況の知、かかわりの知という関係の中で最終的には自分

の力がついていって、自分を生かした人に役立つ子どもたちができていくだ

ろうということです。教職員の教育活動の中における不断の努力も当然なが

ら、家庭とか地域の人々の出会いを通して学ぶものが大きいということです。

したがって、各学校が学校教育目標を地域に発していく中でビジョンを生か

すように指導しているところです。各学校は４月の学校教育目標を学校だよ

りとして出しておりますが、その中にビジョンをもとにした子ども像は出て

きているし、それは当然地域にも発信しているし、その力を借りて地域とと

もに歩む学校を考えていきたいと思っております。 
川島委員  ぜひ藤沢らしい教育というのを知とか人と人との中で生かしていただき

たい。 
數野委員  ③の教育情報機器関係事業の「パソコン等の情報機器及びソフトウエアー

の充実」というのは、重点校を決めて行っているのか、全校同じレベルで行

っているのか。また「教職員のパソコン研修を実施し、その利用を促進する」

というのは、５年前の計画であって、今は子どもの方が先生よりインターネ

ットを含めてパソコンを上手に扱っているが、先生方をそのレベルまで自己

研修させるということでしょうか。 
新井学校教育課長  情報機器の充実ということでは、今、パソコンは中学校が 40 台、小学

校は 30 台設置しておりますが、基本的には 40 台をベースに考えております

が、今はイントラネットの構築が課題ですが、今年度は残念ながら予算編成

はできませんでした。情報機器の充実については 55 校を一遍にするのは無

理ですので、段階的に各学校を絞って進めていきたいと考えております。教

育用ソフトに関しては、ばらつきがないように全校一遍に配置していきたい

と考えております。 
  パソコン研修については、従前からやってきておりますが、現在は操作を

するというよりも、どういう教材をどうすれば教科づくりに使えるかという

ための研修を行っておりますが、中身については学校現場の要望を踏まえな

がら充実させていきたいと考えております。 
數野委員  先生自身がソフトをつくってパワーポイントで授業をするとか、共通の教

材を使っての研修も必要と思いますが、自分で教材をつくって、時に応じて

発表するというところまでのレベルアップは必要だと思います。 
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  ⑬の国際教育推進事業では、外国人講師を派遣している学校があるのでし

ょうか。 
新井学校教育課長  コンピュータを利用した教育は、既に中学校段階ではパワーポイントを

利用して生徒みずから発表するという力も育っております。先生方の教材と

いうのはコンピュータを利用することによって、より目標に近づくことが容

易になるということでやっておりますが、教材開発はあくまでも個人的レベ

ルにとどまっているのが実態ですので、検討委員会とか担当者会で情報提供

していきたいと考えております。 
  国際教育推進事業ですが、中学校では英語教育を中心として１クラス 10

時間程度、外国人講師と一緒に勉強しております。小学校では年に２時間程

度、国際理解協力員によるゲームや歌、紹介を通じて外国語に触れておりま

す。 
數野委員  全校でやっているのでしょうか。 
新井学校教育課長  中学校19校に対しましては４人の外国人講師が順番に回っております。

小学校の場合は、各学校の要請に基づいて時間調整をしながら一定時間訪問

しており、小・中学校と白浜養護学校を含めて全校です。 
數野委員  推進という意味は外国人講師をもう少し増やすということも含んでいる

のでしょうか。 
新井学校教育課長  中学校の１クラス10時間程度の学校訪問は近隣市に比べ若干低いので、

もう少し多く訪問ができればいいかと思います。小学校の２時間は、学級数

で割ると２時間程度でなく、もう少し増やしていきたいということで予算を

増やしてまいりたいと考えております。 
數野委員  平成 16 年度の予算額（2,180 万 7,000 円）は、昨年度より増えているので

しょうか。 
新井学校教育課長  子どもたちに対する時間は微増しておりますが、総枠の中では精いっぱ

いというところです。 
川島委員  ⑯公立図書館と学校図書館との連携事業に関して、藤沢市は日本でもトッ

プクラスの読書率でいろいろなところから注目されていますが、それが知的

地域となって藤沢に住んでみたいとなる要点でもあると思う。公共図書館と

学校図書館の連携を主要事業にしたことでは、より発展すると思う。ところ

が図書館に行ってみるとコンピュータに関する本が古かったり、小説なども

きれいでなく、触るのも嫌だというものもある中で、公共図書館と学校図書

館との連携というからには何か思いがおありになるのか、今後どの様に推進

していくのでしょうか。 
武生涯学習部参事  総合図書館は 17 年前にできて、その後４館が整備されましたが、その

ときは機器や資料数、内容も注目されました。市民の身近に施設を配置した
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ことでトップレベルの図書館のシステム網を持っておりました。図書館の資

源を学校に児童・生徒に先生方の授業に十分に使っていただければ、もっと

資料が生きるのではないかと思っております。連携という言葉を使っており

ますが、公共図書館側は学校に対して少しでも何かさせていただきたいとい

う気持ちでおりまして、そのことによって子どもたちの読書離れがなくなっ

て、書に親しむ中で自発的な学習が高まっていければいいし、クラス単位で

図書館を見学してもらって、図書の利用の仕方とかいろいろな資料があると

か、調べ学習や体験学習もやっております。また先生方の授業に必要な団体

貸し出しとか必要な部門のものを提供するというようなことも大事な要素

ですので、この辺はさらに深めていきたいと思っております。 
開沼委員  情報化が進むと便利になる一方で、インターネットからの情報に偏りがち

になります。子どもたちには図書館に足を運んで本の匂いをかいで、あの空

気の中で、自分が探していったものとは違う新たな発見のある場所という体

験を小さいうちにたくさん提供していただきたい。生涯学習大学のお話ボラ

ンティアや図書館のボランティアなどがうまくリンクして、情報機器も本も

好きというまちづくりにつなげていただければと思います。 
  次に、国際教育推進事業のうち「外国籍児童生徒の学校教育への適応と指

導援助」は、日本語の指導などいろいろな形で巡回指導されているようです

が、もう少し詳しく説明していただきたい。 
新井学校教育課長  藤沢市の平成 15 年度の外国籍児童数は小中学校合わせて 276 名です。

その中で日本語指導を必要とする児童生徒は 114 名で、その子どもたちが学

校生活に適応できるように、またその保護者に対して適応するための指導援

助を行っております。また藤沢市は湘南台小学校に日本語指導教室を置いて

おりまして、そこを拠点に日本語を指導しております。それ以外に県は１学

校に 20 名の外国籍児童がいると国際教室をつくることができるということ

で１名加配しおりまして、現在、日本語指導教室を含めて７校で行っており

ます。７校以外の子どもたちについては日本語指導員が学校の要請に応じて

訪問して、適応指導を行っております。 
開沼委員  それは日本語指導が中心なのでしょうか。日本語指導以外の適応指導はど

うなっているのでしょうか。 
新井学校教育課長  基本的には日本語指導というよりも子どもたちの慣れない生活を少しで

も母国語を通して安らげる居場所をつくるということですが、一番の目的は

在学している小・中学校にその子どもが適応していくということだと考えて

おります。 
開沼委員  ⑰の学校体育施設開放推進事業で、利用状況が伸びていかないので見直し

が必要とおもいますが、具体的にお伺いしたい。 
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田中生涯学習部参事  利用状況が伸びていかないというよりも、現在、小中学校 54 校の体

育館は年間 10 万人の市民が、また校庭は約 24 万人、プールは昨年実績です

と、8 日以内で小学校 35 校で約 1 万人と、年間の学校体育施設利用者は 35
万人を数えております。特に体育館の夜間開放は管理指導員を配置して行っ

ておりますが、この事業を始めたころと業務内容も変わりましたので、管理

指導員の報酬の見直し等を図りました。今後はスポーツを通じて地域とのコ

ミュニティーづくりの推進を図る意味で地域のボランティア精神を発掘し

ていきながら、学校の開放事業すべてにおいて、地域の人が地域の施設をみ

んなで管理していけるようなシステムを考えていきたいということで、主要

事業の中で学校開放の推進を図っていきたいということです。 
平岡委員長  ほかにありませんか。 
  ないようですので、本件を了承することといたします。 

÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷÷ 
平岡委員長  以上で、本日予定いたしました公開で審議する案件はすべて終了いたしま

した。 
  次回の定例会の期日を決めたいと思います。５月 14 日（金）午後２時か

ら、場所は東館２階教育委員会会議室において開催ということでいかがでし

ょうか。 
(「異議なし」の声あり) 

平岡委員長  それでは、次回定例会は５月 14 日（金）午後２時から、場所は東館２階

教育委員会会議室において開催いたします。 
  以上で、本日の公開による審議の日程はすべて終了いたしました。 

午後３時 55 分 休憩 
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